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平成 23 年３月期第３四半期業績速報値に関するお知らせ 
 
平成 23 年３月期第３四半期（平成 22 年４月 1 日～平成 22 年 12 月 31 日）の業績につきましては、    

１月 31 日に開示の予定でありますが、速報値を下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
１．平成 23 年３月期第３四半期の業績速報値（平成 22 年４月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

※金融商品取引業の業績は、経済情勢や市場環境の変動による影響を大きく受ける状況にあり、通常の

業績を適正に予想し、開示することは極めて困難であります。そのような状況において業績予想を開

示することは投資家等に誤認を与えるおそれがあるため、当社は通常の業績予想を開示しておりませ

ん。それに代えて、四半期および通期の業績速報値を、決算数値が確定したと考えられる時点で速や

かに開示いたします。 
※上記の業績速報値につきましては、現時点で当社が合理的と判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績は当該数値と異なる可能性があります。 

（単位：百万円）

 
営業収益 営業利益 経常利益 四半期（当期） 

純利益 

平成 23 年３月期 
第３四半期（速報値） 1,796 53 25 16

平成 22 年３月期 
第３四半期（実績） 1,935 △174 △195 △244

増減額 △139 227 220 261

増減率（％） △7.2 － － －

平成 22 年３月期 
年間（実績） 2,521 △184 △228 122



2 

２．要因 
（1）営業収益は、平成 21 年 12 月に実施したオリックス証券株式会社（現マネックス証券株式会社）への

通信取引事業の吸収分割により、株式の委託手数料が前年同期に比べ１億１百万円減の８億 25 百万円

（前年同期比 11.0％減）となったものの、募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料は

前年同期に比べ１億 28 百万円増の４億 56 百万円（前年同期比 39.2％増）、トレーディング損益は前期

に実施した東京支店ディーリング室閉鎖の影響により前年同期に比べ１億72百万円減の３億16百万円

（前年同期比 35.3％減）となりました。また、その他の受入手数料は投資信託残高の増加に伴う信託報

酬の増加により、40 百万円増の１億 25 百万円（前年同期比 47.2％増）となり、当第３四半期累計期間

の営業収益は 17 億 96 百万円（前年同期比 7.2％減）となりました。一方、販売費・一般管理費は、通

信取引事業の吸収分割等による取引量の減少および全社的なコスト削減努力により、取引関係費が前年

同期に比べ１億 37 百万円減の１億 88 百万円（前年同期比 42.2％減）、不動産関係費が１億６百万円減

の１億 47 百万円（前年同期比 42.0％減）、事務費が 66 百万円減の３億 85 百万円（前年同期比 14.6％
減）等により、前年同期に比べ３億 44 百万円減少し、17 億 25 百万円（前年同期比 16.6％減）となり、

この結果、営業利益は 53 百万円（前年同期は１億 74 百万円の営業損失）となりました。 
また、投資有価証券の受取配当金４百万円等の営業外収益、転換社債型新株予約権付社債に対する社

債利息 26 百万円等の営業外費用を加え、経常利益は 25 百万円（前年同期は１億 95 百万円の経常損失）

となりました。 

 
（2）特別利益として、第１四半期および第２四半期計上のゴルフ会員権売却益４百万円、金融商品取引責

任準備金戻入４百万円および当第３四半期計上の受取和解金３百万円の合計 11 百万円を計上いたしま

した。一方、特別損失として、第１四半期に資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 13 百万円等を

計上したことにより、四半期純利益は 16 百万円（前年同期は２億 44 百万円の四半期純損失）となり

ました。 
 
 

以 上 
 
 

 


